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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ラジエータパネルアッパとクロスメンバロアとをステーにより結合した車体前部構造を有
するフロントバンパ取付構造において、バンパ部とグリル部とを一体に成形したフロント
バンパの上端部を前記ラジエータパネルアッパに結合するとともに下端部を前記クロスメ
ンバロアに結合し、フロントバンパ中間内壁とステーとの間に所定の間隔を設けたことを
特徴とするフロントバンパ取付構造。
【請求項２】
前記フロントバンパの上下端部における車体への結合部を、車両進行軸にほぼ直交する略
同一の面上に配置したことを特徴とする請求項１に記載のフロントバンパ取付構造。
【請求項３】
前記フロントバンパの上端部におけるラジエータパネルアッパへの結合は車両進行軸に平
行に上部取付具によって行い、フロントバンパの下端部におけるクロスメンバロアへの結
合は車両下方からの下部取付具によって行うように構成したことを特徴とする請求項１ま
たは２に記載のフロントバンパ取付構造。
【請求項４】
前記フロントバンパの上下端部における車体への結合部は、フロントバンパに継ぐ二次的
エネルギー吸収構造とされたことを特徴とする請求項１ないし３のいずれかに記載のフロ
ントバンパ取付構造。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ラジエータパネルアッパとクロスメンバロアとをステーにより結合した車体前
部構造を有するフロントバンパ取付構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、自動車の軽度の衝突時の衝撃を吸収するために、車体前部あるいは後部に金属製
あるいは樹脂製のバンパが取り付けられている。従来から、自動車におけるフロントバン
パ取付構造にについては種々の方式のものが採用されており図４に示した実開平１－１７
１７５９号公報に開示されたようなものが典型的なものとして知られている。これは、バ
ンパ２１の上端を取付具３８によりクロスメンバ２４の上方位置で車両ボディ２２に固定
し、前記バンパ２１の裏面側下部に前記クロスメンバ２４に係脱自在な係合部を設けて、
その係合部を前記クロスメンバ２４に係着したものである。
【０００３】
ところが、近年では軽自動車のような小型車両については、部品点数の削減や組付け性能
の向上の観点から、バンパ部とグリル部を一体に成形したフロントバンパが採用されるよ
うになってきている。
図５に示したものは、その１例である。これは、ラジエータパネルアッパ３とクロスメン
バロア４とをステー５により結合した車体前部構造を有するものにおいて、フロントバン
パが上下に長いものとなるために、バンパ部１１とその上部のグリル部１２を一体に成形
したフロントバンパを、上端部と下端部と中間部とで車体前部構造に結合したものである
。
フロントバンパの上端部はラジエータパネルアッパ３に図示省略の取付ボルト等により結
合し、フロントバンパの中間部は取付ボルト２８等によりステー５の中間部に結合し、フ
ロントバンパの下端部は取付ボルト等２９によりクロスメンバロア４に結合してなるもの
である。符号６はステー５の後部に配置されたラジエータを示す。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、これら従来のバンパ部とグリル部を一体に成形したフロントバンパ取付構造に
あっては、フロントバンパが上下に長いものとなるために前述したように、フロントバン
パの中間部を取付ボルト２８等によりステー５の中間部に結合しなければならず、軽自動
車のような車体前部に余分なクラッシュスペースを設けていない構造の車両では、軽度の
正面衝突によっても、フロントバンパに加えられた衝撃エネルギーは、フロントバンパの
破壊以前に中間部における取付ボルト２８等による取付部からステー５を介してラジエー
タ６等のエンジンルーム内の房内部品に影響が及び、衝突の早い時点で損傷を与える虞れ
があった。
【０００５】
そこで、本発明では、前記従来のバンパ部とグリル部を一体に成形したフロントバンパ取
付構造における諸課題を解決して、軽衝突時の損傷部品点数をエンジンルーム内の房内部
品を含めて最小とするとともに、余剰の衝突エネルギーの吸収を安定して車体側に転化で
きるように構成されたフロントバンパ取付構造を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
このため、本発明では、ラジエータパネルアッパとクロスメンバロアとをステーにより結
合した車体前部構造を有するフロントバンパ取付構造において、バンパ部とグリル部とを
一体に成形したフロントバンパの上端部を前記ラジエータパネルアッパに結合するととも
に下端部を前記クロスメンバロアに結合し、フロントバンパ中間内壁とステーとの間に所
定の間隔を設けたことを特徴とするものである。
また本発明は、前記フロントバンパの上下端部における車体への結合部を、車両進行軸に
ほぼ直交する略同一の面上に配置したことを特徴とするものである。
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また本発明は、前記フロントバンパの上端部におけるラジエータパネルアッパへの結合は
車両進行軸に平行に上部取付具によって行い、フロントバンパの下端部におけるクロスメ
ンバロアへの結合は車両下方からの下部取付具によって行うように構成したことを特徴と
するものである。
また本発明は、前記フロントバンパの上下端部における車体への結合部は、フロントバン
パに継ぐ二次的エネルギー吸収構造とされたことを特徴とするもので、これらを課題解決
のための手段とするものである。
【０００７】
【実施の形態】
以下、本発明におけるフロントバンパ取付構造の１実施の形態を図面に基づいて説明する
。
図１～図３は本発明のフロントバンパ取付構造の１実施の形態を示すもので、図１は車体
前部構造へのフロントバンパの取付け状態を示す分解斜視図、図２は図１のＢ部の車体中
心断面図、図３は図１のＡ部の断面図である。
図１に示すように、本発明のフロントバンパ取付構造は、ラジエータパネルアッパ３の中
央部とクロスメンバロア４の中央部とがステー５により結合された車体前部構造に対して
、バンパ部１Ａとその上部のグリル部１Ｂとを一体に成形したフロントバンパ１の上端部
を前記ラジエータパネルアッパ３に取付ボルト等の上部取付具８によって結合するととも
に、下端部を前記クロスメンバロア４にグロメット等の下部取付具９によって結合し、フ
ロントバンパ１の中間内壁とステー５との間に所定の間隔を設けたことを特徴とするもの
である。符号７はフロントバンパ１の後端上部が結合されるフェンダパネルを示す。
なお、一体に成形されるバンパ部１Ａとグリル部１Ｂとは、予め一体にて成形するものの
他、別体にて成形したバンパ部１Ａにグリル部１Ｂを装着して成形するものも含まれる。
【０００８】
図２は、図１のＢ部の車体中心断面図で、バンパ部１Ａとその上部のグリル部１Ｂとを一
体に成形したフロントバンパ１の断面形状がよく理解される。
グリル部１Ｂの上端部については、図１に示されるように、図示省略のボンネットの開閉
レバー等の設置用の切欠き開口部が形成されるために、上部取付具による結合部は図示さ
れていない。したがって、フロントバンパ１のバンパ部１Ａにおける下端部がクロスメン
バロア４にグロメット等の下部取付具９によって結合される状態が示されている。
フロントバンパ１の中間内壁とステー５との間には所定の間隔が設けられている。つまり
、フロントバンパ１の断面形状は車両進行軸の前方に凸形状のハット型に構成される。な
お、符号６はステー５の後部に配置されたエンジンルーム房内部品の１つであるラジエー
タを示す。
【０００９】
図３は、図１のＡ部の断面図で、フロントバンパ１のグリル部１Ｂにおける前記切欠き開
口部の両側部が取付ボルト等の上部取付具８により結合された状態が示されている。
これらフロントバンパ１における上下端部の車体前部構造への結合部について、前記フロ
ントバンパ１の上端部におけるラジエータパネルアッパ３への結合は車両進行軸に平行に
取付ボルト等の上部取付具８によって行い、フロントバンパ１の下端部におけるクロスメ
ンバロア４への結合は車両下方からのグロメット等の下部取付具９によって行うように構
成したものである。
そして、前記フロントバンパ１の上下端部における車体へのこれらの結合部は、車両進行
軸にほぼ直交する略同一の面上に配置される。
【００１０】
さらに、これらの結合部は、フロントバンパ１に継ぐ二次的エネルギー吸収構造とされた
ことを特徴とする。つまり、正面衝突時の衝突エネルギーを、先ずフロントバンパ１の前
方に凸形状の形状によって材料特性と造形の限界まで吸収しした後に、フロントバンパ１
の下端部における車両下方からのグロメット等の下部取付具９が剪断破壊によって衝撃が
吸収される。
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その後、吸収しきれなかった衝撃エネルギーは、フロントバンパ１の上端部における車両
進行軸に平行に取付ボルト等の上部取付具８によって車体前部構造に安定して引き継がれ
る。
【００１１】
以上、本発明の実施の形態について説明してきたが、本発明の趣旨の範囲内でバンパ部お
よびグリル部からなるフロントバンパの形状、材質、フロントバンパのラジエータパネル
アッパおよびクロスメンバロアへの結合形態および取付具の種類等については適宜選定で
きる。
【００１２】
【発明の効果】
以上、詳細に説明したように、本発明では、ラジエータパネルアッパとクロスメンバロア
とをステーにより結合した車体前部構造を有するフロントバンパ取付構造において、バン
パ部とグリル部とを一体に成形したフロントバンパの上端部を前記ラジエータパネルアッ
パに結合するとともに下端部を前記クロスメンバロアに結合し、フロントバンパ中間内壁
とステーとの間に所定の間隔を設けたことにより、グリル部をバンパ部に一体化してラジ
エータ前面の車体前部構造における開口部を上下に跨いた形態にて、ラジエータパネルア
ッパやクロスメンバロア等の上下構造部材にフロントバンパの車体への結合部を集約する
ことができ、軽度の正面衝突による衝撃吸収の初期において、フロントバンパが有する断
面形状による強度剛性を確実に発揮して、その弾性域内の変形により有効に衝撃が吸収さ
れ、ラジエータ等のエンジン房内部品に損傷を与えることを最小限に留めることができる
。
【００１３】
また、前記フロントバンパの上下端部における車体への結合部を、車両進行軸にほぼ直交
する略同一の面上に配置したこと、および前記フロントバンパの上端部におけるラジエー
タパネルアッパへの結合は車両進行軸に平行に上部取付具によって行い、フロントバンパ
の下端部におけるクロスメンバロアへの結合は車両下方からの下部取付具によって行うよ
うに構成したことにより、正面衝突時の衝撃をフロントバンパによって吸収される場合に
、該フロントバンパは車体を跳ね上げるようなモーメント挙動を示すことがなく、車両進
行軸にほぼ平行に移行されるので、フロントバンパの上端部の結合部に衝撃荷重が集中し
て上端部の取付ボルト等が脱落することもなく、フロントバンパの破壊が、車両進行軸に
平行に結合される上部取付具による結合部の確実な締結を背景として、フロントバンパ１
の下端部におけるグロメット等の下部取付具９の断裂あるいは脱落から開始することを確
実にして、周辺部品への損傷回避を最小限にすることを可能にする。
【００１４】
さらに、前記フロントバンパの上下端部における車体への結合部は、フロントバンパに継
ぐ二次的エネルギー吸収構造とされたことにより、フロントバンパ単体のエネルギー吸収
の限界域を越えた時点で、フロントバンパ結合部にある取付具が効果的に破壊されて、余
剰の衝突エネルギーの吸収を車体前部構造へ引き継ぐことができる。
このように本発明によれば、軽衝突時の損傷部品点数をエンジンルーム内の房内部品を含
めて最小とするとともに、余剰の衝突エネルギーの吸収を安定して車体側に転化できるよ
うに構成されたフロントバンパ取付構造が提供される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のフロントバンパ取付構造の１実施の形態を示すもので、車体前部構造へ
のフロントバンパの取付け状態を示す分解斜視図である。
【図２】本発明のフロントバンパ取付構造の１実施の形態を示すもので、図１のＢ部の車
体中心断面図である。
【図３】本発明のフロントバンパ取付構造の１実施の形態を示すもので、図１のＡ部の断
面図である。
【図４】一般的なフロントバンパ取付構造を示す分解斜視図である。
【図５】バンパ部とグリル部とを一体に成形したフロントバンパ取付構造の従来例を示す
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断面図である。
【符号の説明】
１　　　フロントバンパ
１Ａ　　　バンパ部
１Ｂ　　　グリル部
３　　　ラジエータパネルアッパ
４　　　クロスメンバロア
５　　　ステー
６　　　ラジエータ
７　　　フェンダーパネル
８　　　上部取付具（取付ボルト）
９　　　下部取付具（グロメット）

【図１】 【図２】
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【図５】
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